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1.  平成23年2月期第2四半期の連結業績（平成22年3月1日～平成22年8月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第2四半期 11,058 17.8 250 △27.3 291 △23.9 136 △36.4
22年2月期第2四半期 9,386 ― 345 ― 382 ― 214 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第2四半期 21.38 ―
22年2月期第2四半期 33.59 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第2四半期 12,801 5,512 43.1 862.05
22年2月期 11,992 5,445 45.4 851.29

（参考） 自己資本   23年2月期第2四半期  5,512百万円 22年2月期  5,443百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年2月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
23年2月期 ― 0.00
23年2月期 

（予想）
― 10.00 10.00

3.  平成23年2月期の連結業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,550 18.2 639 19.2 670 14.9 328 1.9 51.36



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）2ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期2Q 6,398,000株 22年2月期  6,398,000株
② 期末自己株式数 23年2月期2Q  3,226株 22年2月期  3,226株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期2Q 6,394,774株 22年2月期2Q 6,394,774株
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※ 当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。 

・平成22年10月20日（水）・・・・・・機関投資家・アナリスト向け決算説明会 

  

※ 上記説明会のほかにも、当社では、個人投資家向けの皆様向けに適宜、事業・業績に関する

説明会を開催しています。開催の予定等については、当社ホームページをご確認ください。 

○添付資料の目次
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アジア地域への輸出は堅調だったものの、欧米の景

気回復の遅れ、円高の進行に加え、公共投資の削減、個人消費の伸び悩み等により、先行きは不透明な状
況となっております。 
 食品業界におきましては、猛暑の影響による一時的な需要の拡大はあったものの、天候不順による野菜
原料の高騰、低価格化の進展、「食の安全・安心」に対応した品質の確保も求められており、依然として
厳しい状況が続いています。 
 このような状況のもと、当社グループは、好調な「ご飯がススム」キムチシリーズ（ご飯がススム、ご
飯がススム 辛口、ご飯がススム カクテキ）を核とした既存得意先への拡販や新規取引先の開拓のた
め、全国各地でのテレビＣＭの放映、電車広告や売場提案による販売促進活動を実施する等、全国の製
造・販売拠点を活用した積極販売を実施いたしました。 
 製品開発面では、「ご飯がススム」シリーズの新商品となる「ご飯がススム ラ～油うま辛きゅうり」
やチーズやワインに合う程良い甘みとすっきりとした酸味が特長の「チーズとワインとピックルス」シリ
ーズ等、新規分野でのナショナルブランド商品の開発を行いました。 
 製造面では、関西地区の生産能力増強を図るため、子会社である㈱ピックルスコーポレーション関西の
新工場建設を行い、４月より稼働を開始した他、既存工場においても新規設備の導入を行い、全国でのキ
ムチ生産の能力増強を図りました。 
 以上の結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高は、「ご飯がススム」シリーズが量販
店等において売上を大幅に伸ばし、11,058百万円（前年同期比17.8％増）となりました。利益につきまし
ては、春先の天候不順や夏場の猛暑による白菜、胡瓜等の原料野菜の仕入価格高騰の他、テレビＣＭ等の
広告宣伝費の増加、関西地区新工場稼働に伴う費用増加等の積極的な投資活動により、営業利益250百万
円（前年同期比27.3％減）、経常利益291百万円（前年同期比23.9％減）、四半期純利益136百万円（前年
同期比36.4％減）となりました。 
  

（1）資産、負債及び純資産の状況  
当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて809百万円増加し、12,801百万円

となりました。これは主に受取手形及び売掛金と建物及び構築物の増加によるものであります。 
 負債については、前連結会計年度末に比べて741百万円増加し、7,288百万円となりました。これは主に
支払手形及び買掛金の増加によるものであります。 
 純資産は前連結会計年度末に比べて67百万円増加し、5,512百万円となりました。 

  

（2）キャッシュ・フローの状況  
当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、947百万円とな

りました。 
 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）  
 営業活動による資金の増加は、361百万円となりました。収入の主な要因は税金等調整前四半期純利益
と仕入債務の増加であり、支出の主な要因は売上債権の増加であります。  
（投資活動によるキャッシュ・フロー）  
 投資活動による資金の減少は、553百万円となりました。支出の主な要因は有形固定資産の取得による
ものです。  
（財務活動によるキャッシュ・フロー）  
 財務活動による資金の増加は、256百万円となりました。収入の主な要因は長期借入れによる収入によ
るものです。 
  

当第２四半期連結累計期間における業績の動向等を勘案し、平成22年４月15日に公表いたしました業績
予想を修正しております。詳細につきましては、平成22年10月４日付「業績予想の修正に関するお知ら
せ」をご参照下さい。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

・簡便な会計処理 
 ① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 
  当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない
と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 
  
 ② たな卸資産の評価方法 
  たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積
り、簿価切下げを行う方法によっております。 
  
 ③ 固定資産の減価償却費の算定方法 
  定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する
方法によっております。 
  
 ・四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 
① 税金費用の計算 

  当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前
四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 
 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 
    

該当事項はありません。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 947,461 883,993

受取手形及び売掛金 2,314,608 1,941,935

商品及び製品 106,914 88,148

仕掛品 31,340 32,455

原材料及び貯蔵品 170,183 125,089

繰延税金資産 48,299 49,292

その他 49,976 79,224

貸倒引当金 △4,736 △3,774

流動資産合計 3,664,048 3,196,365

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,449,013 4,972,565

減価償却累計額 △3,570,543 △3,488,905

建物及び構築物（純額） 1,878,469 1,483,660

機械装置及び運搬具 2,447,926 2,381,627

減価償却累計額 △1,876,802 △1,944,746

機械装置及び運搬具（純額） 571,124 436,881

土地 5,897,684 5,897,684

リース資産 49,764 6,434

減価償却累計額 △2,943 △76

リース資産（純額） 46,820 6,357

建設仮勘定 － 254,275

その他 135,573 131,105

減価償却累計額 △114,817 △111,700

その他（純額） 20,756 19,404

有形固定資産合計 8,414,856 8,098,264

無形固定資産 35,812 41,153

投資その他の資産   

投資有価証券 293,475 304,299

繰延税金資産 300,623 258,711

その他 295,613 296,384

貸倒引当金 △202,966 △203,106

投資その他の資産合計 686,746 656,287

固定資産合計 9,137,414 8,795,705

資産合計 12,801,462 11,992,070
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,072,551 1,611,590

短期借入金 850,000 850,000

1年内返済予定の長期借入金 303,892 119,782

リース債務 8,547 965

未払法人税等 160,798 202,480

賞与引当金 90,405 88,731

役員賞与引当金 － 23,600

その他 759,485 773,031

流動負債合計 4,245,679 3,670,179

固定負債   

長期借入金 2,171,183 2,032,568

リース債務 40,613 5,710

退職給付引当金 230,808 230,017

役員退職慰労引当金 104,518 99,958

繰延税金負債 719 975

負ののれん 484,034 502,429

その他 11,036 5,102

固定負債合計 3,042,913 2,876,761

負債合計 7,288,593 6,546,940

純資産の部   

株主資本   

資本金 740,900 740,900

資本剰余金 669,100 669,100

利益剰余金 4,112,701 4,039,941

自己株式 △1,334 △1,334

株主資本合計 5,521,366 5,448,606

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △8,743 △4,798

評価・換算差額等合計 △8,743 △4,798

少数株主持分 246 1,321

純資産合計 5,512,869 5,445,129

負債純資産合計 12,801,462 11,992,070
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

売上高 9,386,372 11,058,292

売上原価 7,296,122 8,680,606

売上総利益 2,090,249 2,377,685

販売費及び一般管理費 1,745,245 2,126,741

営業利益 345,004 250,943

営業外収益   

受取利息 1 2

受取配当金 1,294 1,390

負ののれん償却額 18,770 18,770

受取賃貸料 7,794 8,574

事業分量配当金 6,987 6,044

容器リサイクル費用返戻金 12,716 13,297

その他 10,516 12,986

営業外収益合計 58,080 61,065

営業外費用   

支払利息 17,513 17,462

持分法による投資損失 3,064 3,400

その他 － 9

営業外費用合計 20,577 20,871

経常利益 382,507 291,138

特別利益   

補助金収入 － 2,065

特別利益合計 － 2,065

特別損失   

固定資産除却損 3,273 37,760

特別損失合計 3,273 37,760

税金等調整前四半期純利益 379,233 255,443

法人税等 163,498 119,810

少数株主利益又は少数株主損失（△） 919 △1,074

四半期純利益 214,816 136,707
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年８月31日) 

売上高 4,693,205 5,711,109

売上原価 3,622,274 4,399,915

売上総利益 1,070,930 1,311,194

販売費及び一般管理費 867,577 1,071,288

営業利益 203,353 239,906

営業外収益   

受取利息 1 1

受取配当金 993 1,099

負ののれん償却額 9,385 9,385

受取賃貸料 3,507 4,287

事業分量配当金 6,987 6,044

その他 3,224 5,028

営業外収益合計 24,099 25,847

営業外費用   

支払利息 8,734 8,853

持分法による投資損失 937 1,666

その他 － 9

営業外費用合計 9,671 10,528

経常利益 217,781 255,226

特別損失   

固定資産除却損 2,215 29,410

特別損失合計 2,215 29,410

税金等調整前四半期純利益 215,565 225,815

法人税等 87,831 103,503

少数株主利益又は少数株主損失（△） 187 △0

四半期純利益 127,546 122,312
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 379,233 255,443

減価償却費 137,109 175,777

固定資産除却損 3,273 37,760

貸倒引当金の増減額（△は減少） 600 822

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,538 1,674

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △18,800 △23,600

退職給付引当金の増減額（△は減少） 13,842 790

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,641 4,560

負ののれん償却額 △18,770 △18,770

持分法による投資損益（△は益） 3,064 3,400

受取利息及び受取配当金 △1,295 △1,392

支払利息 17,513 17,462

補助金収入 － △2,065

売上債権の増減額（△は増加） △133,523 △372,672

たな卸資産の増減額（△は増加） △39,285 △62,745

仕入債務の増減額（△は減少） 185,245 460,961

その他 23,343 99,450

小計 558,729 576,855

利息及び配当金の受取額 1,715 1,812

利息の支払額 △18,827 △17,592

法人税等の支払額 △97,688 △199,959

営業活動によるキャッシュ・フロー 443,929 361,117

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △542,866 △581,245

無形固定資産の取得による支出 △1,995 △2,487

補助金による収入 － 29,553

投資有価証券の取得による支出 △10,978 △2,650

投資有価証券の売却による収入 3,000 3,000

その他 329 19

投資活動によるキャッシュ・フロー △552,510 △553,810

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 400,000 －

長期借入れによる収入 100,000 400,000

長期借入金の返済による支出 △170,498 △77,275

リース債務の返済による支出 － △3,010

配当金の支払額 △63,677 △63,553

財務活動によるキャッシュ・フロー 265,824 256,161

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 157,242 63,468

現金及び現金同等物の期首残高 453,965 883,993

現金及び現金同等物の四半期末残高 611,208 947,461
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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